
〈大会速報　 第 号〉

平成２９年度　第４２回関東中学校軟式野球大会

1 回戦 第 1 試合 開始時間 終了時間 試合時間

【審判】 球審: 田部井　孝行 一塁: 新井　祐介 二塁: 長井　泰輔 三塁: 岡田　高

【投手‐捕手】 中央市立玉穂中学校（山梨県） 投手 ―捕手 :

小山市立小山城南中学校（栃木県）投手 ―捕手 :

【長打】 二塁打 :

三塁打 :

本塁打 :

対 小山市立小山城南中学校（栃木県）

小山城南中　着実な得点で初戦を制す

     　　　　 第４２回関東中学校軟式野球大会公式ホームページ
   　　　　   http://www.geocities.jp/chiba_chuyaren/2017kanto/chiba.html
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<試合経過>　１回裏、小山城南中は、玉穂中の先発藤巻さんの立ち上がりを攻め、３番堀口さんの二塁打で１点を先制。しかし、４回表、
玉穂中も７番酒井さんの内野ゴロの間に同点に追いついた。同点に追いつかれた小山城南中は、４回裏の攻撃、先頭打者の大栗さんが
左中間を破る三塁打で出塁すると、６番、伊藤さんの内野ゴロの間に１点を返し、再びリードを奪った。その後、小山城南中は、６回に８番
の藤井さんのランニング本塁打で２点を追加し、さらにリードを広げた。玉穂中も、７回表に２死から二つの四球を選び、３番の志村さんの
二塁打で１点を返すが、小山城南中の島﨑さんの粘投により反撃もここまでだった。小山市立小山城南中が、２回戦へと駒を進めた。
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小山城南中 佐藤 亮太主将

先にチャンスをものにすることがで

き、いい試合展開だった。ピンチも

あったが、最少失点で乗り越えられ

た。次の試合も良い試合をしたい。

玉穂中 雨宮 洋監督

立ち上がりゲームへの入り方で相手

にペースを握られてしまった。それが

終盤まで響いてしまい苦しい展開だっ

た。良いチームと対戦でき勉強になっ

た。

チームコメント

小山城南中 土屋 知己監督

よく守り勝つことができたことで、

試合の流れができた。また、いくつ

ものピンチをしのぐことができたこと

もとても大きかった。全国大会のか

かる大会、さらに良い試合をしてい

きたい。


